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論文の内容の要旨

　C0／CO．／H。によるメタノール合成反応は工業的に重要なプロセスであり，Cu／Zn○系触媒が高い活性を示す。し

かし，反応機構や活性点およびZnOの効果については不明な点が多く，20年以上の研究にも関わらず論争が続い

ていた。論争の原因は，反応条件や触媒の種類が異なる上に，CO。とC○の水素化を明確に区別せずに議論してい

るためと考えられる。本研究では，同一の触媒を用い，同一の反応条件で，CO。とC○の両者の水素化によるメタ

ノール合成を行い，Zn○の効果，活性点および反応機構を調べ，論争点を明らかにしようと試みた。その結果，両

反応に対して，Zη○の効果は活性点を形成する役割を果たすことが明らかとなり，他の研究者が主張しているCu

粒子のモルフォロジー変化は示されなかった。C○。の水素化に対する活性点はCひZnサイトであり，C○の水素化

に対する活性点はC怜○伽サイトであることが明らかとなった。すなわち活性点が異なることを示した。しかし，

反応機構に関しては，両反応に共通して，Cu■nサイトに結合するフォーメート中聞体を経由することが示唆され

た。これまでにZΩ○の役割，活性点，反応機構に関して様々な報告があったが，本研究の結果を基に他の研究者

の結果を比較すると良く対応することがわかった。すなわち，C02とC○とを区別して調べることにより，これま

での論争点を解決できると結論した。

審査の結果の要旨

　著者は，C）ZnO系触媒についての長年の論争を解決すべく，Co。とC○の水素化によるメタノール合成を別々に

行って，Zn○の効果，活性点および反応機構の違いを調べるという独自のアプローチを採った。その結果，それ

ぞれの反応に対するZnOの効果と活性点について明らかにした。この成果は論争の解決に向けて価値があり高く

評価される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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